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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
交
通
政
策
審
議
会
（
中
央
新
幹
線

小
委
員
会
）
か
ら
国
土
交
通
大
臣
に
行
わ
れ
た

答
申
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

交
通
政
策
審
議
会
で
の
審
議
は
、
平
成　

年
22

２
月
の
国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
諮
問
に
基
づ
き
、

審
議
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
中
央
新
幹
線
小
委

員
会
（
以
下
小
委
員
会
）
で
集
中
的
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、
技
術
事
項
に
関
す
る
検
討
や
Ｊ

Ｒ
東
海
、
沿
線
都
府
県
、
有
識
者
等
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
、
独
自
に
ル
ー
ト
毎
の

費
用
対
効
果
や
需
要
予
測
な
ど
の
分
析
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

論
点
整
理
を
経
て
昨
年　

月
に
は
、「
中
間
と

12

り
ま
と
め
」
と
し
て
小
委
員
会
の
考
え
方
が
ま

と
め
ら
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
（
広
報
な
か
つ
が
わ
２
０
１
１
年

２
月
号　

頁
お
よ
び
４
月
号　

頁
参
照
）
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ま
た
、
今
年
に
入
り
、
リ
ニ
ア
中
間
駅
に
期

待
さ
れ
る
役
割
と
し
て
、「
駅
ア
ク
セ
ス
圏
の
拡

大
」
や
「
魅
力
あ
る
駅
空
間
の
創
造
」
等
に
つ

い
て
、
論
点
ご
と
の
議
論
が
行
わ
れ
、
３
月
中

に
は
答
申
案
が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

３
月　

日
㈮
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影

11

響
に
よ
り
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日
㈭
の
第　

回
小
委
員
会
で
は
、
今

14

18

回
の
大
震
災
を
踏
ま
え
た
対
応
の
検
討
が
な
さ

れ
、
改
め
て
東
海
道
新
幹
線
の
バ
イ
パ
ス
機
能

の
重
要
性
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
構
造
物
の
耐

震
対
策
も
充
分
で
、
リ
ニ
ア
計
画
の
大
幅
な
修

正
は
必
要
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日
㈭
の
第　

回
小
委
員
会
に
お
い
て

21
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答
申
案
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
は
、　

回
に
お
よ
ぶ
審
議
や
３
回
の
パ

20

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
、
５

月　

日
㈭
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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答
申
は
、
昨
年　

月
に
示
さ
れ
た
「
中
間
と

12

り
ま
と
め
」
を
基
に
、
さ
ら
に
審
議
を
重
ね
て

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
中
央
新
幹
線
整
備
の
意
義
」
や
「
走
行
方

式
」「
ル
ー
ト
」「
営
業
主
体
お
よ
び
建
設
主
体
」

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
修
正
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
大
動
脈

で
あ
る
東
海
道
新
幹
線
の
二
重
系
統
化
の
重
要

性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
点
や
地
震
対
策
に
関
す

る
記
述
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
に
基
づ
き
、

整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
も
追

記
さ
れ
ま
し
た
。（
上
記
）

　

さ
ら
に
、
付
帯
意
見
と
し
て
中
間
と
り
ま
と

め
で
は
８
項
目
あ
っ
た
も
の
が
、
答
申
で
は
、

中
間
駅
の
整
備
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
記

述
が
修
正
さ
れ
、　

項
目
と
な
り
ま
し
た
。
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ま
た
、
駅
の
位
置
や
費
用
負
担
等
の
調
整
に

関
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
国
が
関
与
す
る
よ
う

求
め
る
記
述
（
左
記
）
も
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

文
面
の
最
後
は
、「
三
大
都
市
圏
を
直
結
す
る

中
央
新
幹
線
の
整
備
は
、
被
災
地
の
復
興
に
直

接
的
に
は
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
災
害

に
強
い
国
土
の
形
成
お
よ
び
我
が
国
の
中
長
期

的
な
経
済
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
な
事

業
で
あ
る
。
小
委
員
会
と
し
て
、
被
災
地
の
復

興
を
心
か
ら
願
う
と
と
も
に
、
中
央
新
幹
線
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
な
が
ら
着
実
に
進
め
ら
れ
、
我
が
国
の

経
済
社
会
全
体
の
復
興
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

切
に
望
む
」
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
に
よ
る
営
業
主
体
、
建
設
主
体
の

指
名
、
整
備
計
画
の
決
定
、
建
設
の
指
示
と
進

み
、
年
内
に
は
、
環
境
影
響
評
価
に
着
手
す
る

見
込
み
で
す
。

　

環
境
影
響
評
価
に
は
２
〜
３
年
程
度
か
か
る

と
さ
れ
、
そ
の
後
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
、

着
工
へ
と
進
み
ま
す
。

　

工
事
に
は
最
低
で
も　

年
程
度
は
必
要
で
、

10

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
平
成　

年
（
２
０
２
７
年
）
の

39

開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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答
申
ま
で
の
審
議
状
況

 
答
申
の
内
容

整備計画に記載される事項

中央新幹線建設線

東京都・大阪市区間

超電導磁気浮上方式走行方式

505㎞/時最高設計速度

90,300億円
（利子含まず）

建設に要する
費用の概算額
（車両費を含む）

主要な経過地
　甲府市附近、赤石山脈
　（南アルプス）中南部、
　名古屋市附近、
　奈良市附近

その他必要な
事項

 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

国
の
関
与
に
つ
い
て
の
記
述
概
要

煙
駅
の
位
置
は
、
建
設
主
体
が
案
を
提
示
し
て

沿
線
地
域
と
調
整
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
が
、
国
は
事
業
の
進
行
管
理
の
観
点
か
ら

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
両
者
に
よ
る

調
整
を
支
援
す
べ
き
。

煙
建
設
主
体
は
、
各
駅
の
具
体
的
な
建
設
費
用

等
を
精
査
し
、
か
つ
、
沿
線
自
治
体
が
駅
周

辺
の
整
備
を
担
う
こ
と
も
勘
案
し
な
が
ら
、

駅
の
建
設
費
用
負
担
に
つ
い
て
自
ら
の
考

え
方
を
示
す
べ
き
。
仮
に
、
そ
の
考
え
方
で

は
関
係
者
間
で
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、

合
理
的
な
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の

検
討
へ
の
国
の
関
わ
り
方
も
含
め
て
、
調
整

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

煙
各
沿
線
地
域
の
利
便
性
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
、
国
、
建
設
主
体
お
よ
び
営
業
主
体
、

沿
線
自
治
体
並
び
に
沿
線
交
通
事
業
者
等

に
よ
る
検
討
の
場
に
お
い
て
、
駅
ア
ク
セ
ス

圏
の
拡
大
方
策
を
含
め
て
、
中
央
新
幹
線
の

整
備
効
果
を
最
大
限
に
波
及
さ
せ
る
方
策

を
検
討
す
べ
き
。

　

本
頁
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
月　

日
時
点

16

の
状
況
を
基
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も

あ
く
ま
で
見
込
み
で
す
。




